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う
ち
で
は
機
械
を
使
っ
て
稲
刈
り
を
す
る
の
で

自
分
の
手
で
刈
っ
た
の
は
、は
じ
め
て

▲マリンブルーで統一された車内

PHOTO／総合的な学習で稲刈り体験館野小学校４年生のみなさん

市
立
館
野
小
学
校（
校
長
菅
野

清
次
　
児
童
数
201
人
）で
は
、４
年

生
40
人
が
、農
業
経
験
の
あ
る
父

兄
や
地
元
の
老
人
会
の
人
の
協
力

で
鎌
を
使
っ
て
の
稲
刈
り
を
体
験

し
ま
し
た
。こ
の
授
業
は
、５
月
に

行
っ
た
田
植
え
と
セ
ッ
ト
で
、地

元
の
農
村
民
宿
を
経
営
す
る
鈴
木

孝
男
さ
ん
が
田
ん
ぼ
を
提
供
を
し

て
実
施
し
て
い
る
も
の
。

子
供
た
ち
は
子
供
用
の
小
さ

い
鎌
を
使
い
、大
人
が
そ
ば
に
つ

き
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。台
風
直
後
だ
っ
た
た
め
田
ん

ぼ
は
雨
で
ぬ
か
る
み
、子
ど
も
た

ち
は
運
動
靴
と
ズ
ボ
ン
を
真
っ
黒

に
汚
し
な
が
ら
作
業
に
夢
中
。鎌

を
使
う
の
が
は
じ
め
て
の
子
た
ち

ば
か
り
で
、う
ま
く
刈
れ
な
い
子

も
多
く
、悪
戦
苦
闘
。

稲
刈
り
を
手
伝
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
い
う
山
岸
瞳
子
さ
ん
や

田
中
隆
く
ん
は
、「
う
ち
の
田
ん

ぼ
で
は
、稲
刈
り
は
機
械
で
行
う

の
で
、端
だ
け
う
ち
の
人
が
手
で

刈
っ
て
い
ま
す
。自
分
の
手
で

刈
っ
た
の
は
は
じ
め
て
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、家
が
農
業
と
関
係
な
い

子
は「
自
由
に
歩
け
な
い
、春
の
田

植
え
が
つ
ら
か
っ
た
。稲
刈
り
は

簡
単
。普
段
食
べ
て
い
る
お
米
が
ど

の
よ
う
に
出
来
る
か
勉
強
で
き
ま

し
た
」。

昨
年
は
、収
穫
し
た
米
を
精
米

後
、田
ん
ぼ
の
持
ち
主
の
鈴
木
さ
ん

の
好
意
に
よ
り
お
す
そ
分
け
い
た

だ
き
、学
校
で
お
に
ぎ
り
に
し
て
子

供
た
ち
に
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

館
野
小
の
菅
野
清
次
校
長
は
、

自
ら
田
ん
ぼ
で
子
ど
も
た
ち
を
指

導
し
な
が
ら「
総
合
的
な
学
習
に
福

祉
を
取
り
上
げ
、グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
ひ
ま
わ
り
畑
の
育
成
な
ど
を
通

じ
て
、地
元
の
老
人
会
の
人
と
の
交

流
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。今
回
の
４

年
生
の
稲
作
体
験
、５
年
生
の
地
元

名
産
の
イ
チ
ゴ
の
育
成
に
も
協
力

い
た
だ
く
な
ど
、地
元
老
人
会
の
人

の
助
け
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い

ろ
な
体
験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で

す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ふ
う
よ
う

　
文
豪
小
栗
風
葉
（
明
治
８
〜
大

正
15
）
は
、
小
説
『
恋
ざ
め
』
の

中
に
「
道
端
の
共
同
井
戸
を
取
巻

い
て
、
薄
暗
い
手
元
で
米
を
と
い

だ
り
、
洗
濯
物
を
す
る
の
も
あ
れ

ろ

さ
お

ば
、
艫
や
棹
を
担
い
で
来
て
足
を

洗
っ
て
い
る
の
も
あ
る
」
と
明
治

時
代
の
船
形
の
よ
う
す
を
描
写
し

て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
情
景
が
思
い
浮
か
べ
ら

れ
る
共
同
井
戸
の
一
つ
に
、
大
井

戸
と
呼
ば
れ
る
民
内
作
右
衛
門
の

井
戸
が
船
形
地
区
に
あ
り
ま
す
。

　
作
右
衛
門
は
江
戸
時
代
の
終
わ

り
ご
ろ
の
文
化
五
年
（
一
八
０

八
）
に
安
房
国
平
郡
船
形
村
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
民
内
家
は
代
々
農

こ
う
じ

業
の
か
た
わ
ら
、
麹
作
り
を
家
業

と
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
父
母

が
村
の
農
道
の
改
修
や
、
田
畑
の

改
良
に
励
む
姿
を
見
て
育
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　
作
右
衛
門
も
、
そ
ん
な
両
親
の

大井戸の後に建つ
　　　　「民内作右衛門顕彰碑」

志
を
継
い
で
常

に
農
作
業
に
研

究
工
夫
を
重
ね

ま
し
た
。
そ
の

た
め
民
内
家
の

田
は
、
他
の
田

に
比
べ
て
毎
年

稲
が
た
わ
わ
に

実
り
ま
し
た
。

付
近
の
人
た
ち

　
こ
う
し
て
豊
か
に
な
っ
た
村
人

た
ち
か
ら
作
右
衛
門
は
厚
い
信
望

を
得
て
、
父
と
も
、
師
と
も
呼
ば

れ
尊
敬
さ
れ
た
の
で
す
。

　
そ
の
功
績
が
明
治
元
年
に
長
尾

ま
さ
も
り

藩
主
本
多
正
訥
に
認
め
ら
れ
、
銭

25
貫
が
褒
美
と
し
て
あ
た
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
明
治
13
年
、
大
勢
の
村
人
た
ち

に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
作
右
衛
門

は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

船
形
町
長
の
正
木
清
一
郎
は
、

人
々
と
相
談
し
て
、
作
右
衛
門
の

徳
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
大
井

戸
の
傍
ら
に
石
碑
を
建
て
た
の
で

す
。
そ
の
碑
文
の
裏
面
に
は
、

人
々
の
感
謝
の
心
を
表
す
和
歌
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
世
々
か
け
て
汲
む
人
絶
え
じ

　
　
庭
の
井
の
　
つ
き
せ
ぬ
水
に

　
　
　
ふ
か
き
こ
こ
ろ
よ

が
作
右
衛
門
に
作
り
方
を
習
い
真

似
る
と
確
か
に
収
穫
が
上
が
っ
た

の
で
し
た
。
や
が
て
船
形
地
区
全

体
に
そ
の
技
術
が
広
ま
り
、
村
中

が
豊
作
と
な
り
ま
し
た
。

ぜ
い
た
く

　
作
右
衛
門
自
身
は
贅
沢
を
し
な

い
で
道
を
直
す
な
ど
、
社
会
の
為

に
尽
く
し
ま
し
た
。
現
在
の
船
形

小
学
校
の
東
側
を
回
り
こ
ん
で
流

れ
て
い
る
宇
田
川
は
昔
し
ば
し
ば

は
ん
ら
ん

氾
濫
し
て
農
民
を
苦
し
め
て
い
ま

し
た
。
作
右
衛
門
は
、
溝
を
掘
っ

て
湿
地
の
た
ま
り
水
を
海
に
流
す

改
修
工
事
を
し
、
付
近
の
田
畑
の

水
利
を
良
く
す
る
と
と
も
に
、
石

で
橋
を
作
っ
て
大
水
で
も
流
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
飲
み
水
に
困
っ
て
い
た

人
々
の
た
め
に
は
、
自
分
の
屋
敷

内
に
大
井
戸
を
掘
り
、
三
十
数
戸

の
付
近
の
家
に
、
水
を
分
け
与
え

ま
し
た
。

さ
く
え
も
ん

民
内
作
右
衛
門
碑

船
形
の
大
井
戸
と

▲鎌を使うのははじめて
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★
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
10
分

さ
ん
ば
そ
う

【
こ
ど
も『
三
番
叟
』】

　
白
浜
町
乙
浜
の
三
番
叟
を
も
と

に
、た
て
や
ま
村
歌
舞
伎
保
存
会

が
子
供
向
け
に
脚
色
し
ま
し
た
。

【
こ
ど
も
歌
舞
伎
『
白
浪
五
人

男
』】

★
午
後
２
時
20
分
〜
午
後
３
時

【
講
談『
仕
掛
け
ら
れ
た
悲
運
の

将
―
里
見
忠
義
』】

南
総
里
見
ま
つ
り

　
今
年
で
24
回
目
を
迎
え
る『
南
総
里
見
ま
つ
り
』。

　
壮
大
な
戦
国
ロ
マ
ン
を
現
代
に
再
現
し
、市
民
ぐ
る
み
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
歴
史
あ
る
郷
土
愛
を

育
成
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、第
９
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
部
門
賞（
産
業
・
観
光
部
門
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
城
山
公
園
か
ら
里
見
本
陣
隊
が
、鶴
谷
八
幡
宮
か
ら
八
幡
大
明
神
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
出
発
、市

内
を
パ
レ
ー
ド
し
な
が
ら
メ
イ
ン
会
場
の
北
条
海
岸
へ
集
結
し
ま
す
。パ
レ
ー
ド
に
は
、市
内
23
地
区

か
ら
山
車
、神
輿
な
ど
が
参
加
し
ま
す
。今
年
も
、関
東
各
地
の
ゆ
か
り
の
地
か
ら
募
集
し
た
八
犬
士
が

館
山
に
集
合
し
ま
す
。当
日
は
、パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス
は
時
間
に
よ
り
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
南
総
里
見
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局 

館
山
市
観
光
協
会 

（
�
22
―
２
０
０
０
）

南
総
里
見
ま
つ
り

　
　
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
５

日
時
／
10
月
15
日（
土
） 

午
後
１
時
開
場 

午
後
１
時
30
分
開
演

場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

入
場
料
／
無
料（
た
だ
し
、入
場
整
理
券
が
必
要
）

※
入
場
整
理
券
は
南
総
文
化
ホ
ー
ル
、Ｊ
Ｒ
館
山
駅
観
光
案
内
所
、

市
役
所
ロ
ビ
ー
案
内
係
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
南
総
里
見
ま
つ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

　
　
　
　（
生
涯
学
習
課
　
�
22
―
３
６
９
８
）

・
石
上
瑠
美
子
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
戸
市
民
劇
団
理

事
長
）

・
脇
坂
幸
司
氏

（
鳥
取
県
倉
吉
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
・
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
養
成
講
座
受
講
生
）

★
午
後
３
時
20
分
〜

　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
30
分

【
た
て
や
ま
村
歌
舞
伎

　
　
　
　
　『
鎌
倉
三
代
記
』】

　
平
成
14
年
に
40

年
ぶ
り
に
復
活
上

演
さ
れ
た
藤
原
・
古

茂
口
村
歌
舞
伎
を
、

40
代
の
女
性
中
心

の
後
継
者
が
再
演

し
ま
す
。舞
台
と
衣

装
は
す
べ
て
手
作

り
で
、甲
冑
は
南
総

里
見
手
づ
く
り
甲

冑
愛
好
会
か
ら
借

用
し
ま
す
。

安
房
高
男
子
剣
道
部
が
里
見
ま
つ
り
当
日
に

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
記
念
パ
レ
ー
ド

第
９
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
部
門
賞（
産
業･

観
光
部
門
）を
受
賞

期
日
／
10
月
16
日（
日
）

場
所
／
城
山
公
園
、鶴
谷
八
幡
宮

　
　
　
　
　
　
　 

〜
北
条
海
岸

　
８
月
に
開
催
さ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
を
制
し
た
安
房
高
男

子
剣
道
部
の
剣
士
た
ち
が
、優

勝
を
記
念
し
て
鶴
谷
八
幡
宮
か

ら
Ｊ
Ｒ
館
山
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
す
。

　
剣
士
た
ち
は
16
日（
日
）午
前

11
時
50
分
頃
に
鶴
谷
八
幡
宮
を

ス
タ
ー
ト
、午
後
１
時
頃
館
山

駅
東
口
で
優
勝
報
告
と
市
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。沿
道

か
ら
の
、剣
士
た
ち
へ
の
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
パ
レ
ー
ド
】

　
武
者
行
列
、八
犬
士
、騎
馬
、手

づ
く
り
甲
冑
隊
の
ほ
か
市
内
23
地

区
か
ら
集
ま
っ
た
山
車
・
屋
台
・
御

船
・
神
輿
が
八
幡
大
明
神
隊
と
里

見
本
陣
隊
に
分
か
れ
、市
内
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
す
。

●
八
幡
大
明
神
隊

 

・
パ
レ
ー
ド
安
全
祈
願
祭
及
び
出

発
式
　
午
前
11
時
20
分
〜

・
鶴
谷
八
幡
宮
出
発
　
午
前
11
時

50
分

●
里
見
本
陣
隊

・
出
陣
式
　
午
前
11
時
40
分
〜

・
城
山
公
園
出
発
　
正
午

※
Ｊ
Ｒ
館
山
駅
東
口
通
過
　
午
後

０
時
40
分
〜
、北
条
海
岸
メ
イ
ン

会
場
到
着
　
午
後
２
時
10
分
〜

【
戦
国
合
戦
絵
巻
】

　
里
見
軍
と
敵
軍
に
分
か
れ
て
、

夕
景
を
バ
ッ
ク
に
本
格
的
な
合
戦

模
様
を
再
現
し
ま
す
。

　
時
間
／
午
後
４
時
〜

　
場
所
／
北
条
海
岸
メ
イ
ン
会
場

【
郷
土
芸
能
祭
】

　
時
間
／
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
２
時

　
場
所
／
北
条
海
岸
メ
イ
ン
会
場

※
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

み

ど

こ

ろ

●
北
条
海
岸
メ
イ
ン
会
場

・
郷
土
み
や
げ
直
売

・
笛
吹
市
石
和
の
ぶ
ど
う
直
売

・
千
利
休
太
祖
の
地（
里
見
郷
）上

州
榛
名
特
産
品
直
売

●
城
山
公
園
会
場

・
市
立
博
物
館
本
館
・
分
館
の
無
料

開
放

・
城
山
公
園
茶
室「
雁
月
庵
」茶
会

無
料
サ
ー
ビ
ス（
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
）

　　

南総里見まつり パレードコース

３ だん暖たてやま ２平成17年10月１日

りつま

協

賛

行

事

※内容は、変更になる場合があります。 

八幡神社 
会　場 一方通行 

一方通行 

ファミール産院 

安房西高 
商工会議所 

駅東口交差点 

鶴谷八幡宮交差点 

北条海岸メイン会場 

車両通行止区間 

里見本陣隊進行路（武者行列・八犬士・手づくり甲冑隊ほか） 

八幡大明神進行路（安房校優勝パレードほか） 

合同進行路（山車・お船・屋台・神輿のみ）※武者行列パレードは、ＪＲ館山駅まで行われます。 

館山駅 

千葉銀行交差点 

下町交差点 

城山公園入口 

城山公園会場 

館山神社 

安房博物館 

館山小学校 

汐留橋交差点 
Ｒ410

市役所４号館 

市役所 市役所 

中央公園 

警察 

郵
便
局 

千
葉
銀
行 

千葉銀行 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 



　日程／【第１回】10月13日(木)、10月14日(金)
　　　　【第２回】12月5日(月)、12月6日(火)、
　　　　　　　　12月13日(火)、12月14日(水)
　場所／コミュニティセンター
　受付時間／13:15～14:00
　対象／生後３ヵ月～満７歳５ヵ月
　料金／無料
　受け方／６週間以上の間隔で２回服用
　個人通知対象者／平成17年１月６日～７月３日生まれ

　
10
月
11
日（
火
）か
ら
17
日（
月
）

ま
で
の「
違
反
建
築
防
止
週
間
」に

ち
な
ん
で
、一
斉
公
開
建
築
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
建
築
基
準
法
は
、生
命
・
健
康
・

財
産
を
保
護
す
る
た
め
、建
築
物

を
建
て
る
場
合
に
、必
ず
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
地
震
や
火
災
な

ど
に
対
す
る
安
全
性
の
基
準
を
定

　
市
で
は
、老
後
の
生
活
安
定
の

た
め
に
、農
業
者
年
金
の
加
入
を

勧
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
14
年
１
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
新
農
業
者
年
金
は
、

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
で
、年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
人
で
あ
れ

ば
、誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
は
２
万
円
を

基
本
に
、最
高
６
万
７
千
円
ま
で

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

●
事
業
者
選
び
は
慎
重
に

　
複
数
の
事
業
者
か
ら
見
積
も
り

を
取
る
な
ど
、事
業
者
選
び
は
慎

重
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

●
工
事
の
契
約
は
必
ず
書
面
で

　
小
規
模
の
工
事
で
も
、口
約
束

だ
け
の
契
約
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
工
事
の
追
加
や
変
更
は
よ
く
話

　
一
部
の
悪
質
事
業
者
に
よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ト
ラ
ブ
ル
が

急
増
し
て
い
ま
す
。巧
み
な
口
調
に
惑
わ
さ
れ
ず
、お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
遠
慮
せ
ず
に
は
っ
き
り
と
断
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
も
し
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、一
人
で
悩
ま
ず
に
専

門
の
相
談
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
建
設
課
建
築
係（
�
22
―
３
６
４
０
）

　
県
眼
科
医
師
会
で
は
、10
月
10

日
の「
目
の
愛
護
デ
ー
」に
ち
な
ん

で
、目
の
健
康
に
つ
い
て
の
無
料

電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
10
月
16
日（
日
）午
前
９

時
〜
午
後
５
時

　
受
付
電
話
番
号
／
�
043
―
242
―

４
２
７
１

　
問
合
せ
／
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
�
043
―
291
―

１
８
３
１
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の

　
　
　
　
　
ト
ラ
ブ
ル
急
増

違
反
建
築
防
止
週
間
に

　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　対象／集熱器の総面積75㎡までのソー
ラーシステムを設置する人。
　補助金額／集熱器の総面積に応じて補
助。目安として６㎡で約10万円、75㎡で約
125万円。ただし、金額はソーラーシステム
の型式により異なります。
　なお、住宅以外の建物に設置する場合も
対象となることがあります。
　問合せ／財団法人 新エネルギー財団太
陽熱利用部（�03－5275―9566）

住宅用ソーラーシステムの
　　　　　　　　補助制度

「
目
の
愛
護
デ
ー
」で

　
　
無
料
の
電
話
相
談

し
合
っ
て
か
ら

　
追
加
や
変
更
に
よ
る
費
用
の
増

加
は
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
で
す
。費

用
の
増
減
を
含
め
、本
当
に
必
要

か
よ
く
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

●
工
事
完
成
後
の
確
認
は
き
っ
ち

り
と

　
工
事
内
容
を
事
業
者
と
と
も
に

確
認
し
、工
事
完
了
確
認
書
な
ど

を
取
り
交
わ
し
て
保
管
し
ま
し
ょ

う
。

　
相
談
先
／（
財
）住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ
ー（
�

03
―
３
５
５
６
―
５
１
４
７
）

　
受
付
時
間
／
午
前
10
時
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
午
後
５
時（
土
・

日
、祝
日
を
除
く
）

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て

千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま

す
。所
得
税
・
市
県
民
税
・
国
民
健

康
保
険
税
の
節
税
対
策
に
も
な
り

ま
す
。

　
年
金
は
、終
身
に
わ
た
っ
て
受

け
取
れ
ま
す
が
、仮
に
80
歳
に
な

る
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

遺
族
に
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
問
合
せ
／
農
業
委
員
会（
�
22

―
３
５
３
９
）

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、建
築
主
は
建
物
の
工
事

が
完
了
し
た
と
き
に
は
、そ
の
完

了
日
か
ら
４
日
以
内
に
完
了
検
査

の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
問
合
せ
／
安
房
地
域
整
備
セ
ン

タ
ー
建
築
宅
地
課（
�
22
―
４
３

４
０
）

注意 　　
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
、イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
抵
抗
力

が
つ
く
ま
で
に
２
週
間
程
度
か
か

り
、そ
の
効
果
が
十
分
に
持
続
す

る
期
間
は
約
５
ヵ
月
と
さ
れ
て
い

ま
す
。毎
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
す
る
前
の
12
月
中
旬
ま
で
に

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。一
般
的
に
、65
歳
以
上
の
人

は
、１
シ
ー
ズ
ン
１
回
の
予
防
接

種
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
者
／
①
館
山
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
65
歳
以
上
の
接
種

希
望
者
で
、本
人
の
接
種
意
思
の

確
認
が
で
き
る
人（
接
種
日
に
は

65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
い
る

人
）②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

で
心
臓
、じ
ん
臓
な
ど
に
障
害
が

あ
り
、身
体
障
害
者
手
帳
１
級
所

持
者
程
度
の
人
は
、申
請
す
る
と

接
種
で
き
ま
す
の
で
、事
前
に
相

談
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
／
千
800
円（
生
活
保

護
世
帯
は
無
料
）各
指
定
医
療
機

関
で
直
接
、支
払
い
ま
す
。生
活
保

護
世
帯
の
人
は
、当
日
証
明
書
を

提
出
し
ま
す
。証
明
書
を
提
出
し

な
い
と
有
料
に
な
り
ま
す
。証
明

書
の
窓
口
は
社
会
福
祉
課
で
す
。

　
接
種
期
間
／
10
月
15
日（
土
）か

ら
12
月
28
日（
水
）

　
接
種
回
数
／
１
回
接
種（
２
回

接
種
し
た
場
合
は
、２
回
目
は
全

額
自
己
負
担
）

　
持
ち
物
／
予
診
票
・
保
険
証
・
接

種
費
用
・
老
人
医
療
受
給
者
証

（
持
っ
て
い
る
人
）

　
実
施
医
療
機
関
／【
館
山
市
】青

木
医
院（
�
22
―
３
８
０
５
）、赤
門

整
形
外
科
内
科（
�
22
―
０
０
０

　
こ
れ
か
ら
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策
と
し
て
、予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
。個
人
通
知
は
し
な
い
の
で
、接
種
を
希
望
す
る
人
は
指
定
の
医
療
機
関
に
予
約
を
し
た

う
え
で
、病
院
窓
口
に
置
い
て
あ
る
予
診
票
に
記
入
し
、接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
健
康
課（
�
23
―
３
１
１
３
）

８
）、浅
井
診
療
所（
�
23
―
６
６

１
１
）、安
房
医
院（
�
20
―
１
３

６
０
）、伊
賀
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク（
�
22
―
１
１
８
０
）、梅
園
内

科
医
院（
�
22
―
４
６
７
０
）、太

田
整
形
外
科
医
院（
�
23
―
２
３

１
８
）、貴
家
医
院（
�
22
―
３
３

２
３
）、清
川
医
院（
�
23
―
７
７

３
１
）、清
川
整
形
外
科（
�
23
―

７
０
３
３
）、黒
川
医
院（
�
22
―

０
５
２
０
）、九
重
鈴
木
医
院（
�

22
―
９
１
３
１
）、小
林
医
院（
�

27
―
３
８
１
１
）、鈴
木
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク（
�
22
―
８
８
８
０
）、館

野
小
谷
医
院（
�
22
―
２
０
８

９
）、た
て
や
ま
循
環
器
内
科
外
科

（
�
20
―
１
１
０
２
）、た
て
や
ま

整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
�
25
―

１
１
１
４
）、館
山
中
央
外
科
内
科

医
院（
�
22
―
１
０
５
５
）、館
山

病
院（
�
22
―
１
１
２
２
）、た
て

や
ま
友
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク（
�
20
―

１
２
０
０
）、西
川
医
院（
�
22
―

５
７
２
５
）、西
岬
診
療
所（
�
29

―
０
０
３
０
）、野
原
皮
膚
科
内
科

医
院（
�
22
―
０
３
３
３
）、原
ク

リ
ニ
ッ
ク（
�
24
―
５
７
１
１
）、

フ
ァ
ミ
ー
ル
産
院（
�
24
―
１
１

３
５
）、北
条
病
院（
�
23
―
１
９

６
６
）、本
位
田
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

（
�
22
―
１
７
９
７
）、本
多
医
院

（
�
23
―
６
６
３
０
）、山
口
外
科

胃
腸
科（
�
23
―
３
５
３
１
）、山

田
医
院（
�
27
―
２
０
０
２
）、遊

佐
医
院（
�
22
―
２
５
７
６
）、和

田
医
院（
�
22
―
５
３
３
１
）【
鴨

川
市
】石
川
外
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、伊
藤
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、エ

ビ
ハ
ラ
病
院
、小
田
病
院
、亀
田
ク

リ
ニ
ッ
ク
、鴨
川
市
立
国
保
病
院
、

東
条
病
院
、東
条
メ
ン
タ
ル
ホ
ス

ピ
タ
ル
、長
谷
川
医
院
、真
木
ク
リ

ニ
ッ
ク
、松
澤
医
院
、嶺
岡
ク
リ

ニ
ッ
ク
、石
渡
医
院
、黒
野
医
院
　

【
鋸
南
町
】伊
藤
医
院
、勝
山
医
院
、

鋸
南
町
国
保
病
院
、鋸
南
や
ま
だ

内
科
、武
内
ク
リ
ニ
ッ
ク
　【
富
山

町
】富
山
町
国
保
病
院
、若
林
医
院

　【
富
浦
町
】生
方
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、原
診
療
所
　【
三
芳
村
】三
芳

病
院
、み
よ
し
ク
リ
ニ
ッ
ク
　【
千

倉
町
】関
谷
医
院
、鈴
木
医
院
、野

崎
医
院
、花
の
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
、松

永
医
院
、山
本
医
院
　【
白
浜
町
】

白
浜
中
央
医
院
、和
頴
医
院
　【
丸

山
町
】青
木
医
院
　【
和
田
町
】中

原
病
院
、間
宮
医
院

高
齢
者
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

ポ リ オ の 集 団 接 種
小児マヒ予防のために

５ だん暖たてやま ４平成17年10月１日

せら知お

　ただし対象年齢内で、ま
だ２回を完了していない人
や、転入などで通知が届か
ない人は、直接会場で受付
けます。
問合せ／健康課
　　　　（�23－3113）



南
房
総
い
な
か
ぐ
ら
し
応

援
団
は
平
成
16
年
８
月
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
し
て
認
証
さ
れ
ま

し
た
。い
な
か
ぐ
ら
し
を
求
め

て
い
る
人
、ま
た
南
房
総
で
い

な
か
ぐ
ら
し
を
目
的
に
生
活

す
る
人
を
対
象
に
、南
房
総
地

域
を
Ｐ
Ｒ
し
、ま
ち
づ
く
り
の

視
点
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
的
立

場
で
応
援
す
る
事
業
を
行
い
、

い
な
か
ぐ
ら
し
を
求
め
る
人

た
ち
の
夢
を
か
な
え
る
手
助

け
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

応
援
団
に
参
加
し
て
い
る

会
員
に
は
、土
地
や
住
宅
関
係

の
専
門
家
も
お
り
、そ
の
知
識

を
生
か
し
て
移
住
者
お
よ
び

移
住
を
希
望
す
る
人
た
ち
の

具
体
的
な
相
談
に
乗
っ
て
い

ま
す
。

来
月
22
日（
土
）に
は
、い
な

ぐ
ら
秋
の
集
い
と
し
て
下
記

の
内
容
で「
た
て
や
ま
穴
場
ス

ポ
ッ
ト
体
験
ツ
ア
ー
」の
開
催

を
計
画
し
ま
し
た
。

代
表
者
の
沼
野
秀
幸
さ
ん

は「
集
い
に
は
多
く
の
人
に
参

今月の新着図書

（12）南房総いなかぐらし応援団たてやまの

「
い
な
ぐ
ら
の
集
い
」を
開
催
し
、移
住
者
と
交
流

南
房
総
へ
の
移
住
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
を
展
開

男性への健康アンケート①　
男性も更年期の症状が出現！？

★運動はウォーキング
   回答した985人の内訳は、40代59人、50代182人、
60代332人、70代以上412人と年齢とともに検診を
受けるなど健康管理につとめていく人が多くなって
います。
　また、定期的な運動の質問には、40代では30％の人
にとどまっていた運動習慣が70台では56％となって
います。運動時間が取れやすいことによるもので、運
動の内容は全年齢でウォーキングが最も多くなって
います。
★男性にも更年期の症状が？
４０代以降全年齢を通じて60～70％の訴えがあっ

たのは肩こり、手足痛、腰痛など。加齢により増加する
のは性欲の減退、排尿回数、仕事の能率の低下及び前立
腺肥大による泌尿器系の症状です。
また、手足の冷え、寝つきが悪い、息切れ・動悸などの

症状も年齢とともに増えています。体調などにより個
人差はありますが、男性にも年齢とともに更年期の症
状は現れます。

図書館司書のお勧め本

  秋の夜長、読書にぴったりの季節がやってきました。ティーンエイジャーから大人
まで楽しめる新書で読書はいかがですか？昨年から今年にかけて、若い年齢層を
ターゲットとしたうえで幅広い層に読んでもらおうと、理論社から「よりみちパン！

さいしょうはづき

最相葉月 著  筑摩書店
  綱引、スポーツ吹矢、雪合戦、キンボールといったマイナースポーツの魅力を、観
戦する人達を通して書いた一冊。スポーツの秋、やるのはちょっと…という人も、
これを読んだら気になるスポーツの観戦に出かけてみたくなるかもしれません。
取り上げられているスポーツの「応援作法」も載っています。

「いのちの食べかた」（よりみちパン！セ）
森達也 著  理論社
  鮮魚売場には切り身もまるごとの魚もある。でも精肉売
場には切り分けられた肉しかない。いったいどうやって
この形になるのだろう？肉の流通や食肉の歴史、その陰
にある日本の社会背景を通して、自ら考えることの大切
さを訴える一冊。食欲の秋というけれど、たまには食べる
ことと真剣に向き合ってみませんか。

10月の休館日
（3、10、11、17、
24、28、31日）

セ」、筑摩書房から「ちくまプリマー新書」という２つの新書が創刊されました。
　新書といえばビジネスマンや中高年の男性を対象とするイメージが強いように思いますが、どちらも人気デ
ザイナーの装丁（装画）で、今までの新書にはない「かわいい」「おしゃれ」な雰囲気。適度な分量、わかりやすいこ
とばで普遍的なテーマについて書かれているのも特徴で本の入門、その著者の入門としても最適です。
   今月のお勧め本は、このシリーズから選んでみました。

●それでもやっぱりがんば
　らない　鎌田實　集英社
●文化人の通信簿　
　田久保忠衛　扶桑社

かなわ

●陰陽師 鉄輪　
ゆめまくらばく

   夢枕獏　文藝春秋
●てつたくんのじどうしゃ
　わたなべしげお
　　　　　　　福音館書店
●ストラヴァカンザ星の都
　メアリ･ホフマン
　　　　　　　　　小学館
　　

幼児向け ７日（10:30から)
児童向け１、8、15、22日　
　　　　　（14:00から）

「熱烈応援！スポーツ天国」（ちくまプリマー新書）

理事長／沼野秀幸
事務所／北条1403-6
会員数／15人
電話／0120-25-1127
活動分野／ 社会教育
まちづくり、環境保全、Ｎ
ＰＯ支援
設立／平成16年8月

南房総いなかぐらし
応援団 加

し
て
欲
し
い
で
す
ね
。私
た
ち

の
活
動
が
移
住
を
考
え
て
い
る

人
の
助
け
に
な
り
、多
く
の
人
を

こ
の
地
域
に
迎
え
る
こ
と
が
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て

い
ま
す
。

   市では、昨年大腸がん検診を受診した人を対象に
男性の健康アンケートを実施しました。９８５人の
回答から、男性の健康について、症状や考え方など
の傾向がつかめました。アンケートの傾向から自分
自身や家族の状況と比べてみて、健康について見直
してみませんか。
　問合せ／健康課（�23-3113）

▲更年期症状の有無

    市が保有する物件を予定価格（最低売却価格）設
定による一般競争入札で売却します。入札に参加す
るには申込みが必要です。詳しい入札手続などは「市
有地の一般競争入札案内書」を配布します。
入札参加申込期間／10月3日（月）～11月4日（金）
入札日時／11月9日（水）午後1時30分から
入札場所／市役所本館２階会議室
物件／①北条2952（宅地225.25㎡）②北条2959（宅
地146.77㎡）③北条2964（宅地141.32㎡）
問合せ／財政課管財係（�22―3296）

市有地を　 入札で売却一般
競争

三原綱木チャリティショー

安房地域の障害者団体が協力安房地域の障害者団体が協力安房地域の障害者団体が協力安房地域の障害者団体が協力安房地域の障害者団体が協力

楽しき楽しき楽しき楽しき楽しき 6 06 06 06 06 0才才才才才

日時／10月22日（土）　午後４時開場、６時開演
入場料金／全席指定5,000円
　　　　　　（身体障害者手帳所持者には割引あり）
会場／南総文化ホール大ホール
主催・問合せ／綱木ふぁみりぃ館山事務局・館山視
覚障害福祉会（�22－0854）
後援／館山市、館山市社会福祉協議会、地域福祉
フォーラム「あわ草の根っと」、社団法人千葉県視覚
障害者福祉協会、館山視覚障害福祉会

　障害者の社会参加のため、元ブルーコメッツで活
躍した三原さんがチャリティで出演。当日、文化ホー
ルには障害者団体の作品展示・即売の店が出店され
ます。

そそそそそうううううめめめめめんんんんんののののの会会会会会（（（（（地地地地地域域域域域住住住住住民民民民民とととととののののの交交交交交ををををを）

たてやますっぽとツアー

　いなぐら秋の集い
　　たてやま穴場スポット体験ツアー
　日時／平成17年10月22日（土）
　　　　集合9：30坂田バス停留所横駐車場
　内容／10:00～15:00　 戦跡めぐり・大山登山
　参加条件／小学生以上
   申込み／電話申込（�23-7520）
　　　　　10月15日（土）締切
　参加費／大人（中学生以上）2,000円　
                 子供無料（ガイド料・保険料等込） 協力／中里の家、中里ワークホーム、ふる里学舎

「和田浦」、「らんまん」、「太陽会」、「三芳野会」、「ひ
だまり」、「南房総精神障害者の生活を支える会」

10月のおはなし会

７ だん暖たてやま ６平成17年10月１日

せら知お

図書館だより③ 館山市図書館（�22－0701）

知って得する
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至那古船形駅 

安房西高 

セブン 
イレブン 

北条海岸 夕映え通り 

小澤鮮魚店 

西
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東
口 

Ｊ
Ｒ
館
山
駅 

至九重駅 
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売却物件 
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40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 
なし 

排尿回数が増加 

性欲の減退 

筋肉が弱くなった 

仕事の能率が落ちた 

疲れやすい 

肩こり・手足痛・頭痛 

くよくよ・憂鬱 

汗をかきやすい 

イライラ・怒りやすい 

息切れ・動機 

寝付きが悪い 

手足の冷え 

0% 



　
千
葉
県
警
察
で
は
、犯
罪
や
交

通
事
故
の
被
害
者
や
ご
遺
族
・
ご

家
族
に
対
し
て
、次
の
相
談
窓
口

を
設
け
、被
害
の
相
談
や
精
神
的

な
悩
み
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、昨
年
に
引
続
き
10
月

23
日（
日
）か
ら
11
月
６
日（
日
）

を
、「
秋
の
散
乱
ゴ
ミ
ゼ
ロ
週
間
」

に
設
定
し
ま
す
。

　
各
町
内
会
な
ど
で
決
め
ら
れ
た

清
掃
日
に
、道
路
や
空
き
地
な
ど

  9:00～17:00

13:00～16:30

 9:00～16:00

 
9:00～17:00

12:30～16:00

13:00～16:00

  9:00～16:00

13:00～16:30

  9:00～15:30

13:30～16:00

  9:00～16:30

12:30～16:00

10:00～16:30

  9:00～16:00

10:00～16:00

13:30～16:00

  9:00～16:30

  9:00～16:00

   
9:30～16:00

 9:30～16:00

2日 9:00～17:00

3日 9:00～16:00

  9:00～16:00

  9:00～16:00

  9:00～17:00

  9:00～16:00

  9:30～15:30

13:30～15:30

10:00～16:00

  
 9:00～11:30

10:00～15:00

   9:00～16:00

　
安
房
保
健
所
な
ど
で
は
、「
犬

の
正
し
い
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教

室
」を
開
催
し
ま
す
。申
込
は
、電

話
で
受
付
け
ま
す
。

　
日
時
／
10
月
23
日（
日
）午
後

１
時
〜

　
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、自
立
を
目
指
し
て
就
職
し
よ

う
と
す
る
障
害
が
あ
り
、職
業
訓
練

の
受
講
を
希
望
す
る
人
を
募
集
し

ま
す
。授
業
料
は
無
料
で
す
。

　
訓
練
科
目
／

【
身
体
障
害
者
対
象
】①
情
報
技
術

科（
Ｄ
Ｔ
Ｐ･

Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
、福
祉
住
環
境
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
）②
情
報
事
務
科（
Ｐ
Ｃ
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
、Ｐ
Ｃ
会
計
コ
ー

ス
、Ｐ
Ｃ
事
務
コ
ー
ス
）

　
通
り
魔
殺
人
な
ど
の
犯
罪
行
為

で
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
被
害
者
の

遺
族
や
、身
体
に
重
大
な
負
傷
や

疾
病
を
受
け
た
被
害
者
や
障
害
が

残
る
こ
と
に
な
っ
た
被
害
者
に
対

し
て
、国
が
一
定
の
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

　
給
付
金
の
種
類
／
遺
族
給
付
金

　
働
く
人
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、労
働
保
険（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）に
加
入
す
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

労
働
保
険
に
加
入
し
て

　
県
内
の
事
業
所
で
働
く
全
て

の
労
働
者（
パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
を
含
む
）と
、そ
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
る
千
葉
県
最
低
賃
金

（
地
域
別
最
低
賃
金
）が
、10
月
１

日
か
ら
時
間
額
682
円（
従
来
は
678

円
）に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
使
用
者
は
、こ
の
額
よ
り
低
い

賃
金
で
労
働
者
を
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
最
低
賃
金
額
に
は
、精
・
皆

勤
手
当
、通
勤
手
当
、家
族
手
当
、

賞
与
、時
間
外
手
当
、深
夜
手
当
な

ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

秋
の
散
乱
ゴ
ミ
ゼ
ロ
週
間

最
低
賃
金
は
１
時
間
682
円

10
月
１
日
改
正

10/29（土）

～11/９（水）

 10/23（日）

11/  2（水）

　～   3（木）

11/  2（水）

　～12（土）

11/  3（木）

11/  4（金）

5（土）～6（日）

11/  6（日）

11/  9（水）

11/12（土）

11/13（日）

11/20（日）

11/23（水）

12/  3（土）

12/11（日）

10/11（火）

　～15（土）

10/29（土）

　～30（日）

11/  2（水）

　～  3（木）

11/  3（木）

11/  6（日）

11/13（日）

11/  3（木）

11/  3（木）

11/  6（日）

ユネスコ展

筝曲清音会発表会

コンテナ

　　ガーデン展示会

写真展

芸術フェスティバル

盆栽展

バレエコンサート

子ども音楽会

市民音楽祭

吟道大会

舞踊連盟発表会

竹絃社文化祭公演

民謡大会

主婦クラブの集い

吹奏楽団演奏会

美術展

学芸展

篆刻展

現代詩作品展

書道展覧会

切手展

我が家の園芸自慢展

華道展

表装展

謡曲発表会

文化財保護協会講演会

短歌大会

野外観察会

（諏訪山公園）

茶会（城山雁月庵）

俳句大会

 　（菜の花ホール）

■南総文化ホール

■コミュニティセンター

■その他の会場

第58回館山市

問合せ／生涯学習課（�22－3698）

文 化祭
感動との出会い・館山2005

　
な
お
、「
千
葉
県
最
低
賃
金
」の

ほ
か
に
、産
業
別
最
低
賃
金
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
労
働
基
準
監
督

署（
�
22
―
０
１
９
４
）、千
葉
労

働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室（
�
043

―
221
―
２
３
２
８
）、24
時
間
テ
レ

フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス（
�
043
―
221
―

４
７
０
０
）

ま
す
。

　
労
働
保
険
は
、労
働
者
が
労
働

災
害
を
被
っ
た
り
失
業
し
た
と
き

に
役
立
ち
ま
す
。パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
・
派
遣
労
働
者
も
一
定
の

要
件
を
満
た
せ
ば
雇
用
保
険
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　
10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
で
す
。千
葉
労
働
局
な
ど
で
は
、

労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
加
入
の
手
続
き
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
千
葉
労
働
局
労
働
保

険
徴
収
課（
�
043
―
221
―
４
３
１

７
）、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
山（
�
22

―
２
２
３
６
）

集募

事
件
・
事
故
に
遭
っ
た
人
の
各
種
相
談
窓
口

【
相
談
窓
口
】

●
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー（
�

043
―
227
―
９
１
１
０
）／
各
種
犯

罪
や
事
故
の
被
害
者
相
談
や
警

察
全
般
に
関
す
る
相
談
。受
付

は
、平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
。

●
女
性
被
害
110
番（
�
043
―
223
―

０
１
１
０
）／
女
性
被
害
者
の
困

り
ご
と
、悩
み
ご
と
相
談
。受
付

は
、平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。

●
女
性
相
談
所（
�
０
１
２
０
―

０
４
８
２
２
４
）／
電
車
や
駅
構

内
の
ち
か
ん
被
害
の
届
出
や
相

談
。24
時
間
受
付
。

●
暴
力
団
相
談（
�
043
―
254
―
８

９
３
０
）／
暴
力
団
に
よ
る
被
害

の
相
談
。受
付
は
、平
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

●
少
年
セ
ン
タ
ー（
�
０
１
２
０

―
７
８
３
４
９
７
）／
少
年
の
非

行
、家
庭
内
暴
力
、犯
罪
被
害
、交

友
関
係
な
ど
の
相
談
。受
付
は
、平

犯
罪
被
害
者
に
給
付
金
を
支
給

（
亡
く
な
っ
た
場
合
）、障
害
給
付

金（
障
害
が
残
っ
た
場
合
）、重
傷

病
給
付
金（
重
大
な
負
傷
や
疾
病

に
か
か
っ
た
場
合
）の
３
種
類

で
、い
ず
れ
も
一
時
金
と
し
て
支

払
わ
れ
ま
す
。

※
犯
罪
に
よ
る
被
害
で
も
給
付

金
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
。

　
問
合
せ
／
館
山
警
察
署
警
務
課

（
�
23
―
０
１
１
０
）

り
ま
す
。給
付
金
の
申
請
は
、定
め

ら
れ
た
期
間
内
に
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
警
察
署
警
務
課

（
�
23
―
０
１
１
０
）、千
葉
県
警

察
本
部
犯
罪
被
害
者
対
策
室（
�

043
―
227
―
９
１
３
１
）

平
成
18
年
度
　
障
害
者
高
等
技
術
専
門
校
の
訓
練
生
を
募
集

【
知
的
障
害
者
対
象
】基
礎
実
務

科（
基
礎
実
務
コ
ー
ス
、短
期
実

務
コ
ー
ス
）

『にぎわいフリーマーケット』
　日時／10月９日（日）午前９時～午後４時
　場所／南房パラダイス入園入口
　問合せ／南房パラダイスフリーマーケット
　　　　　事務局（�28－１５１１）

犬
の
正
し
い
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室

　
入
学
願
書
受
付
期
間
／
10
月
17

日（
月
）〜
11
月
15
日（
火
）

　
問
合
せ
・
申
込
／
県
立
障
害
者

　
場
所
／
鴨
川
市
役
所
大
会
議
室

　
内
容
／「
犬
の
飼
い
主
の
責
任

に
つ
い
て
」、「
犬
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
」、「
子
犬
・
成
犬
の
正
し
い

飼
い
方
・
し
つ
け
方
」の
講
義
や
、

犬
を
使
っ
た
模
範
演
技

高
等
技
術
専
門
校（
�
043
―
291
―

７
７
４
４
）、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
山

（
�
22
―
２
２
３
６
）　

　
定
員
／
50
組
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す
。申
込
が
20
組
に
満
た
な
い
と
、

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
費
／
２
千
500
円

　
締
切
／
10
月
14
日（
金
）

　
問
合
せ
・
申
込
／
安
房
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー（
�
22
―
４
５
１
１
）

南房パラダイスで

９ だん暖たてやま ８平成17年10月１日

せら知お

に
散
乱
し
て
い
る
空
き
缶
や
空

き
ビ
ン
な
ど
を
拾
い
、各
地
区
の

決
め
ら
れ
た
場
所
に
搬
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課（
�
22

―
３
３
５
４
）



　
市
で
は
、フ
ラ
メ
ン
コ
を
は
じ

め
と
す
る
ス
ペ
イ
ン
の
文
化
を
、

家
族
で
多
面
的
に
親
し
む
機
会
と

し
て
、「
親
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
10
月
23
日（
日
）、11
月

６
日（
日
）、11
月
20
日（
日
）、12
月

11
日（
日
）、１
月
８
日（
日
）、１
月

22
日（
日
）、２
月
12
日（
日
）、２
月

26
日（
日
）３
月
19
日（
日
）全
９
回

で
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

　
場
所
／
北
条
小
プ
レ
イ
ル
ー

ム
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
軽

運
動
室

　
内
容
／
簡
単
な
フ
ラ
メ
ン
コ
の

踊
り
・
歌
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、楽

し
さ
に
触
れ
ま
す
。

　
講
師
／
木
矢
村
裕
子
氏
、橋
本

美
穂
氏（
全
国
学
生
フ
ラ
メ
ン
コ

連
盟
Ｏ
Ｇ
）他

　
対
象
／
幼
稚
園
・
保
育
園
児
、小

　
対
象
／
ホ
タ
ル
に
関
連
し
て
取

組
ん
だ
水
環
境
保
全
活
動
で
、次

の
３
条
件
を
満
た
す
も
の
。

①
小
・
中
学
生
の
団
体
で
、子
ど
も

が
活
動
の
中
心
で
あ
る
こ
と
。

②
ホ
タ
ル
や
ホ
タ
ル
の
生
息
環
境

に
つ
い
て
取
組
ん
だ
観
察
や
保
全

な
ど
、ホ
タ
ル
に
関
連
し
た
活
動

で
あ
る
こ
と
。

③
水
質
、水
生
動
植
物
な
ど
水
環

境
を
対
象
と
し
た
調
査
研
究
・
清

掃
・
保
全
活
動
な
ど
、水
環
境
の
保

全
に
関
連
し
た
活
動
で
あ
る
こ

と
。

　
応
募
方
法
／
応
募
用
紙
と
活
動

レ
ポ
ー
ト
を
応
募
先
ま
で
郵
送
。

応
募
用
紙
な
ど
は
、環
境
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.m
izu

m
id
o
ri.jp
/h
o
taru

/

）か
ら
ダ
ウ

　
日
本
下
水
道
協
会
千
葉
県
支
部

で
は
、下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
試
験
を
開
催
し
ま
す
。

　
試
験
日
／
平
成
18
年
２
月
５
日

（
日
）

　
試
験
会
場
／
幕
張
メ
ッ
セ
国
際

会
議
場

　
受
験
資
格
／
修
学
歴
・
職
歴
に

よ
り
下
水
道
排
水
設
備
工
事
に
関

　
今
回
で
第
26
回
と
な
る
館
山
若

潮
マ
ラ
ソ
ン
の
申
込
み
受
付
を
は

じ
め
ま
す
。

　
マ
ラ
ソ
ン
の
部
門
は
、日
本
陸

上
競
技
連
盟
公
認
コ
ー
ス
の「
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部
」、「
10
㎞
の
部
」

と「
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部（
２
㎞
）」の

３
部
門
で
す
。

　
開
催
日
時
／
１
月
29
日（
日
）雨

天
決
行

　
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
／
金
哲
彦

氏
、早
田
俊
幸
氏
、中
川
真
希
氏

　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部
／
男
子
15

歳
以
上（
中
学
生
不
可
）、女
子
18

歳
以
上
。午
前
10
時
ス
タ
ー
ト
。制

限
時
間
５
時
間
以
内
。

　
10
㎞
の
部
／
男
女
と
も
15
歳

以
上（
中
学
生
不
可
）午
前
10
時
30

分
ス
タ
ー
ト
。制
限
時
間
１
時
間

30
分
以
内
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
／
小
学
生
と

保
護
者
。午
前
10
時
35
分
ス
タ
ー

ト
。制
限
時
間
は
20
分
以
内
。

　
費
用
／
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部
・
10

㎞
の
部
＝
３
千
円
、フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
＝
１
組
７
人
以
内
３
千
円

　
申
込
方
法
／
市
役
所
や
郵
便
局

な
ど
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、参
加
費
を

添
え
て
郵
便
局（
郵
便
振
込
手
数

料
70
円
）で
、申
し
込
み
ま
す
。

　
申
込
用
紙
と
参
加
料
を
持
参
す

れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
課（
市
役
所
４
号

館
）で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　
締
切
／
11
月
30
日（
水
）

競
技
内
容
・
ス
タ
ー
ト
時
間

　
日
時
／
１
月
28
日（
土
）午
後
４

時
〜
午
後
６
時
30
分

　
会
場
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
内
容
／
金
哲
彦
氏
の
講
演
会
、

コ
ー
ス
ガ
イ
ド
、大
抽
選
会

　
参
加
費
用
／
無
料
　

マラソンクリニック

開
会
式
・
前
夜
祭

　
前
日
受
付
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

で
、午
後
３
時
〜
午
後
６
時
ま
で

　
当
日
受
付
／
会
場
で
、午
前
７

時
30
分
〜
午
前
９
時
30
分
ま
で

（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
午
前
９
時
ま
で
）

　
問
合
せ
／「
館
山
若
潮
マ
ラ
ソ

ン
大
会
」エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー

（
�
03
―
３
７
１
４
―
７
９
２
４
）

金 哲彦氏

親
子
で
楽
し
む
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室

学
生
児
童
と
そ
の
親
・
家
族
な
ど

　
定
員
／
15
組

　
申
込
方
法
／
Ｅ
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ

Ｘ
、ハ
ガ
キ
に
①
代
表
者
の
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
、②
そ
の
他
の
参

加
希
望
者
全
員
の
氏
名（
小
学
生
・

幼
稚
園
児
な
ど
は
学
年
）・
性
別
を

記
入
し
申
し
込
む
。

　
締
切
／
10
月
17
日（
月
）必
着

　
問
合
せ
・
申
込
／
〒
294
―
８
６

０
１ 

北
条
１
１
４
５
―
１ 

生
涯

学
習
課

（
Ｅ
メ
ー
ル: syo

u
g
aig
aku

@
city.tate

yam
a.ch

ib
a.jp

、

�
22
―
３
６
９
８
、Ｆ
Ａ
Ｘ
25
―

５
６
０
５
）

　
大
会
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課（
�
22
―
３
６
９
６
）

プ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ー
マ
ン
教
室
を
開
講

い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
に

　
女
性
の
健
康
は
個
人
の
健
康
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、家
族
の
健
康

の
源
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
ま
で

も
元
気
で
か
わ
い
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
、年
齢
と
と
も
に
変
化
す
る

体
と
心
に
つ
い
て
学
ぶ「
プ
リ

テ
ィ
ー
ウ
ー
マ
ン
教
室
」を
開
講

し
ま
す
。

　
日
時
・
内
容
／
表
の
と
お
り

　
場
所
／
初
回
の
み
菜
の
花
ホ
ー

ル
。２
回
目
以
降
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。

　
対
象
／
一
般
女
性

　
定
員
／
30
人

　
問
合
せ
・
申
込
／
健
康
課（
�

23
―
３
１
１
３
）

す
る
一
定
の
経
験
年
数
な
ど
を

有
す
る
人

　
申
込
用
紙
配
布
期
間
／
10
月

14
日（
金
）か
ら
11
月
２
日（
水
）

　
申
込
用
紙
配
布
場
所
／
下
水

道
課（
鏡
ケ
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
）、日
本
下
水
道
協
会
千

葉
県
支
部（
千
葉
市
下
水
道
総
務

課
内
）

　
受
験
受
付
期
間
／
11
月
１
日

（
火
）・
２
日（
水
）

　
受
験
受
付
場
所
／
下
水
道
課

　
問
合
せ
／
下
水
道
課（
�
22
―

３
６
６
１
）、日
本
下
水
道
協
会
千

葉
県
支
部
事
務
局（
�
043
―
245
―

５
４
０
４
）

　
保
健
推
進
員
と
い
っ
し
ょ
に

離
乳
食
を
作
っ
た
り
、管
理
栄
養

士
や
保
健
師
に
よ
る
個
別
相
談

も
行
い
ま
す
。別
室
で
赤
ち
ゃ
ん

を
預
か
り
ま
す
。

　
日
時
／
10
月
28
日（
水
）午
後

１
時
15
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

ホ
タ
ル
を
通
じ
た
水
環
境
保
全
活
動
の
事
例
を
募
集

「
こ
ど
も
ホ
タ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

う
ま
う
ま
学
級

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
締
切
／
11
月
30
日（
必
着
）

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
105
―
０

０
０
３ 

東
京
都
港
区
西
新
橋
２

―
16
―
２（
財
）水
と
緑
の
惑
星

保
全
機
構「
こ
ど
も
ホ
タ
レ
ン

ジ
ャ
ー
事
務
局
」（
�
03
―
３
４

３
３
―
４
４
５
４
）

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
①
上
手
な
離
乳
食
の

進
め
方
、②
離
乳
食
の
調
理
実

習
、③
妊
婦
さ
ん
と
の
交
流
会

　
持
ち
物
／
母
子
手
帳
、エ
プ
ロ

ン
、三
角
巾
、バ
ス
タ
オ
ル
、赤

ち
ゃ
ん
に
必
要
な
も
の

　
問
合
せ
・
申
込
／
健
康
課（
�

23
―
３
１
１
３
）

▼プリティーウーマン教室の日程

　　　　　内　　　　　容

・年齢とともに変化する女性の体と心

・美と食～美しさをキープするために

・気軽にエアロビクス

・乳がん・子宮がん予防、男女の健康

　意識アンケート結果

・肺の汚れを知ろう(肺がん予防）

　スモーカライザー、ヤニケンテスト

・男性をもっと理解しましょう①

　男性の泌尿器の病気と女性の尿失禁

・老化防止にチェアとボールエクサ

　サイズ

・男性をもっと理解しましょう②

　男性の変化とかかわり方

・やさしくほぐそう

　　～あたま・こころ・からだ～

　アロマとヨガでリフレッシュ

　　日　時

11月２日(水)

   13:30～　

11月11日(金)

   13:30～　

12月12日(月)

   13:30～　

  1月18日(水)

   13:30～　

  2月17日(金)

   13:30～　

11月・3月

　　開催予定

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
を
実
施

11 だん暖たてやま 10平成17年10月１日

集募

花
と
海
の

香
り
い
っ
ぱ
い

若
潮
マ
ラ
ソ
ン

　第25回大会に引続き新
聞、雑誌で多数のコラム
を執筆し、テレビやラジ
オで陸上競技の解説で活
躍する金哲彦氏によるマ
ラソンクリニックを開催
します。

　日　時／1月28日（土）13:00～15:00
　場　所／当選者に別途通知
　対　象／1月29日の若潮マラソンに出場
　　　　　する人
　申込み／大会参加申込書の中にあるマラ
　　　　　ソンクリニックへの参加希望欄
　　　　　に記入。
　定員／50人（応募多数の場合は抽選）
　問合せ／スポーツ課（�22－3696）


